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Repetition and Modulation: 





In this study, we aim to identify the characteristics of the keyboard sonatas of Antonio Soler 
(1729-1783) from the perspective of repetition and modulation. 
Soler, one of the leading Spanish musicians of the 18th Century, composed while serving for 
many years as organist at the Monastery of El Escorial; he also taught music to Prince Gabriel 
besides writing books on music theory. Soler composed around 140 sonatas, most of which are 
short pieces written with a single movement, but they are by no means monotonous; each piece 
brings an element of surprise to the listener. Many previous studies of Soler’s music have focused 
on these keyboard sonatas, particularly on their structure. In this study, we focus on Soler’s unique 
way of repeating simple motifs and his exciting use of modulation (key changes) to identify the 
characteristics of his sonatas. 
Chapter 1 deals with the issue of scores that arises when analyzing the sonatas. This chapter 
discusses the significance of the Birchall version (1796) analyzed in this study. 
Chapter 2 looks at how the motifs are repeated to form phrases in the sonatas, and shows that 
this repetition of motifs creates a great rhythm in the music. It then reveals that the composer’s use 
of modulation with this repetition goes beyond the concepts of closely related keys and remote 
keys, using the rules of Soler’s own theory of modulation, “Llave de la Modulacion y antiguedades 
de la Musica.” 
In Chapter 3, the perspective shifts to frameworks of repetition and modulation, the tonal 
structure of Soler’s keyboard sonatas, and the possibility of finding an overall structure by treating 
several pieces as one. 
“Repetition” is an important feature in the development of Antonio Soler’s music. He creates 
rhythmic effects through the process of repeating motifs and brings color to the music by adding 
key changes. This gives his music an improvisational and fluid character, but it is created within a 
clear tonal structure. 
 
 

























（Rubio 1968: 序）。 
現在のソレールの鍵盤ソナタに関わる研究基盤をつくったのは、クラウス・フェルディ
ナン・ハイメス Klaus Ferdinan Heimes の An Introduction to Antonio Soler (1969)や アルマリ



















る転調の様子に目を向けよう。その際、ソレール自身の転調論『Llave de la Modulacion y 










楽曲の楽譜は印刷されるものではなく(Marestaing 1976 : 46)、基本的に筆写譜で広められる
ものだった。事実、ソレールの鍵盤ソナタも、現在知られる限りで 50 ほどの写本にばらば




いまま、パッセージが改訂され、勝手な解釈が加えられている(Rubio 1957 : 序)。」、「すべ
ての筆写譜は多くのミスを含んでおり、作曲者の意図したものを見極めるのは非常に難し
い。複数存在する筆写譜を比較しても、各筆写譜が違う誤りを持つため、オリジナルを判
別できない。インクが紙を腐食し、多くの筆写譜に読めない部分がある(Kastner : 序)」。 
こうして、20 世紀以降、校訂者各自の筆写譜研究にもとづく様々なソレールの鍵盤ソナ
タ集が登場することになった (2)。しかし、ソレールの鍵盤ソナタには、筆写譜の他にもう





チャル Robert Birchall から『XXVII Sonatas Para Clave Por el Padre Fray Antonio Soler』とし
て、全 27 曲のソレールの鍵盤ソナタ集が刊行されたのである（Gilbert 1987: vi）。 
                                                                




J. Nin／Max Eschig／1925, 28；L. Duck／Francis, Day & Hunter, Ltd.／1950 ; S. Kastner／Schott／1956 ; F. 
Marvin／Mills. Music. Ltd. ／1957-68 ; S. Rubio／Union Musical Ediciones／1957-72 ; K. Gilbert／Faber 
Music／1987 ; B. Ife, R. Truby／Oxford University Press／1989 ; F. Marvin／Henle／1993 ; H.Ruf／Schott／
2000 ; 濱田  滋郎／音楽之友社／2002 ; E. Igoa／Piles, editorial de musica／2012 
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(3) 本論文の譜例はすべて、Birchall 版を著者が正確に転写したものである。  
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譜例 1: ソナタ第６番 第１小節〜第 50 小節 
 
 







































たのに対し、17-19 小節の動機 d は何の変化も加えられずに繰り返されることにも注目し
ておきたい。これには、２小節動機を２回反復するという一定のリズムを再び取り戻す役
割がある一方で、下属調を確保して一旦安定させる役割、そして、次の調移行部への準備
の役割もあるだろう（下行音型を含む点で、動機 f は動機 d と類似している）。 
平行調に到達した後には、まず f+f+g の動機群を反復することで、2 小節の動機を単位
とする短い周期リズムを作り、その後に 6 小節という長い動機 h を繰り出す。これ自体が、
より大きな時間軸を使ってのリズム変化であるが、ソレールはさらに、この動機 h を反復
するときにカデンツ 1 小節分を増加して 7 小節のものとしている。 

























される（Shipley 1978: 90）。「速い転調」は転調論の中で、「Modulatio agitata est illa, que de 
                                                                
(4) 筆者は、ソレールの『転調の秘訣 Llave de la Modulacion y antiguedades de la Musica（ママ）』の原書を
IMSLP(The International Music Score Library Project) http://imslp.org/wiki/Main_Page で確認するとともに、そ
の２種類の英訳にあたった。（Shipley 1978, Crouch 1978） 
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の手法を組み合わせて、同主調を除く 22 の調から Es dur へ迅速に転調させる実践例を譜
例で示している（Soler 1762: 87-111）。 
「速い転調」の４つの規則は以下のとおりである。 
１. 共通音を用いる。共通音がない場合には、掛留音を用いる。 






てみよう。譜例２はソナタ第 17 番の B dur から g moll へ転調する部分である。２拍からな
る動機を（大きなリズムで見ればヘミオラとなる）、反復とともに２拍周期の和声変化を与
えている。ここでは規則１と規則２が適用されており、バスとテノールの中に含まれる共
通音を用いつつ、動機の反復ごとに V-I を繰り返している。 
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譜例 2：ソナタ第 17 番 第 15 小節〜第 20 小節 
 
 
2-1 の節で扱った、ソナタ第６番の 20 小節から始まる調移行部も、規則１の共通音を介し
ながらの転調である。20 小節からの左手にあるような、共通音を残しながら、長三和音と
短三和音を変化させて響きに明暗を作る手法は、ソレールの転調部分でよく見られるもの
である。ここでは、26、27 小節まで I に解決することを避け、調の合間を曖昧に、輪郭を
ぼかしながらさすらっている。 
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譜例 4 はソナタ第 11 番の、規則３の異名同音を用いた転調部分である。25 小節右手の Gis
を次の 26 小節で As に読み替え、As dur の V へ到達している。 
 
譜例 4：ソナタ第 11 番 第 24 小節〜第 29 小節 
 
 
譜例 5 は規則４が見られるソナタ第 22 番の転調である。第 106 小節から、各小節頭は、外
声の片方が保持され、もう片方が進行し、交互に転調を実施している。 
 

















































                                                                
(5) バーチャル版の 27 曲のソナタのうち以下の９曲は、調移行部を持っていない。第 1、3、4、7、12、13、
14、20、26 番 




















譜例 6：ソナタ第９番 第 71 小節〜第 75 小節 
 
















に、2-1 で取り上げたソナタ第６番は、F dur で開始後早くも９小節目から主題を離れ、調
移行部を経て、平行調で第１部を終える。そして、第２部転調部の後は同主調 f moll で曲






ものであった(Ife, Truby 1989:  x)。そうしてみると、この 27 曲のソナタが、ソレールによ
って１冊全体としての構想を持って選ばれた可能性が浮かびあがる。それは、短いソナタ
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